
尾ヶ石東部小学校「学校いじめ防止基本方針」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● いじめ問題対策委員会 

 

 

                               

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の心身に重大な被害が起こった場合 

いじめによる長期間の欠席が続いた場合 
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いじめ問題対策委員会 

 

 

 

 

 

いじめた児童 

いじめられた児童 

まわりの児童

管理職・生徒指導担当教員

養護教諭・担任・ＳＳＷ等

校長

教頭

全担任 

収集 連携 

報告 説明 

提供 事実のききとり

≪いじめ問題への基本的な考え方≫ 

いじめは、どの学校でもどの学級でも起こり得るという認識のもと、常に未然防止に取り組むとともに、

いじめを把握した場合は速やかに解決する必要がある。とりわけ、児童の尊い命が失われることは決してあ

ってはならず、被害拡大防止のための早期発見・早期対応を基本として取り組みを講じることが必要である。

 

すべての児童が安心・安全に学校生活を送ることができ、 

規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できる学校作り 

～「人間関係」「信頼関係」「一致団結」「連携・協働」 の視点を受けて 

すべての児童、教職員、保護者の居場所づくり・絆づくりを行う～ 

指導・支援 

協力 

収集 支援 

熊本県いじめ問題対策連絡協議会 

熊本県いじめ防止対策審議会 

学校、市町村に専門家による支援チームの派遣・支援 

重大な事案の発生 



● いじめ問題発生時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の予防的取組 

・機動性のある家庭訪問 

・「子どもを語る会」（水曜日） 

・担任の毎朝の健康観察 

・日記指導による気づき 

・アンケート調査及び教育相談の実施（年３回） 

・人権集会による取組（年２回） 

・学級経営の評価（３回） 等 

いじめの認知 

速やかな対応（自分で判断しない） 

子どもからの聞き取り（期間の経過を追って記録する。複数で対応する。） 

情報収集 

校長・教頭へ 全職員へ 

情報の分析と共有化 

現状での対応について共通理解 

役割分担と調整 

対応への全職員の意思統一 

関係機関等への連携、調整 

いじめ問題対策委員会 
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解決・報告・継続観察（短期、長期） 

事例の分析 

改善策の立案 

総合的な取組体制の強化 

周囲の子どもへの対応個別の対応 
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保護者・地域等への対応

窓口を一本化 



● いじめ防止年間計画   

月 サイクル いじめ問題対策委員会 教職員の取組 児童の取組 保護者・地域の取組 

４ P 

 

 

 

D 
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A 

・いじめ防止基本方針年

間計画の見直し 

・いじめ対策に関わる共

通理解 

・学級開き 

・児童理解 

・分かる授業づくり 

 

・学級目標づくり 

・縦割り班活動 

（歓迎遠足） 

・児童会目標づくり 

・朝の交通指導 

・PTA 総会、学級懇談会で

の学校の方針説明 

５  

 

 

・学級の人権目標づくり 

・人権学習(集会) 

 

・学級の人権目標づくり 

・尾ヶ石東部小の人権宣言

の作成 

 

 

 

６ ・教育相談結果の検討 ・教育相談 

 

  

７   ・委員会活動の振り返り 

・地区児童会 

・授業参観、学級懇談会で

の情報交換 

・いじめ防止基本方針の説

明 

８ ・いじめ防止に向けた２

学期の取組内容の検討 

・情報モラル研修 

・自己評価（改善） 

 ・学校評価アンケート回答

９  ・運動会 

・体験活動（稲刈り、いも

ほり） 

・運動会を通した人間関係

づくり 

・体験活動（稲刈り、いも

ほり） 

・朝の交通指導 

・運動会への参加 

・体験活動（稲刈り、いも

ほり）の協力 

10  ・人権学習(集会) ・熊本県人権子ども集会へ

の参加 

 

11 ・教育相談結果の検討 

 

 

・「心のアンケート」 

調査 

・収穫祭 

 

・収穫祭等を通した人間関

係づくり 

・収穫祭への参加 

12 ・「心のアンケート」 

結果分析と対応 

・教育相談 

・人権教育レポート研修 

・委員会活動の振り返り 

・地区児童会 

・学校公開日への参加、学

級懇談会での情報交換 

１  ・自己評価（更新）  ・学校評価アンケート回答

２  

 

・教育相談結果の検討 

 

 

 

・教育相談 

・人権学習(集会) 

 

 

・新入児体験入学 

・地区児童会 

・人権目標の振り返り 

 

 

３ ・いじめ基本方針の見直

し 

 ・委員会活動の年間の振り

返り 

・授業参観、学級懇談会で

の情報交換 

 

通

年 

 ・毎週１回子どもを語る

会の実施 

・対応の検討 

・わかる授業づくり 

・道徳教育、特別活動等の

充実 

・児童理解 

・委員会活動、縦割り班活

動の充実 

・ていねいな言葉遣い 

・あいさつ運動 

・家庭学習の習慣化 

・ノーテレビ、ノーゲーム

デー 

・地域住民と児童との交流

支援 

 

３学期人権旬間

１学期人権旬間（５月 11 日～５月 22 日）

2 学期人権旬間


